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９
月
９
日
は
、
９（
き
ゅ
う
）
と
９（
き
ゅ
う
）
で「
救
急（
き
ゅ
う

き
ゅ
う
）の
日
」で
す
。

　
救
急
の
日
は
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解

と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。


　
健
康
推
進
課
保
健
・
地
域
医
療
担
当


５
３
１
１

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

「
救
急
医
療
」
と
は
、
「
緊
急
の

処
置
ま
た
は
治
療
が
必
要
な
け
が

や
病
気
な
ど
に
対
し
て
行
な
わ
れ

る
医
療
」
の
こ
と
を
い
い
、
初
期

救
急
・
二
次
救
急
・
三
次
救
急
の

３
段
階
で
対
応
し
ま
す
。

【
初
期
救
急
】

　

外
来
の
診
察
治
療
で
対
応
可
能

な
救
急
患
者
が
対
象
で
す
。

【
二
次
救
急
】

　

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症

救
急
患
者
が
対
象
で
す
。

　

初
期
救
急
と
二
次
救
急
は
、
大

崎
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
主

に
民
間
の
診
療
所
や
病
院
に
よ
り

診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

平
日
（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
）
夜
間
は
、
古
川
地
域
内
の
病

院
の
当
番
制
に
よ
り
午
後
10
時
ま

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日（
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
）
は
、
市
内
の
診
療
所
・
病

院
で
日
中
か
ら
翌
朝
ま
で
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
三
次
救
急
】

　

二
次
救
急
で
は
対
応
で
き
な
い

複
数
診
療
科
に
わ
た
る
、
特
に
高

度
な
処
置
が
必
要
な
患
者
や
、
重

篤
な
患
者
が
対
象
で
す
。

　

三
次
救
急
は
、
大
崎
市
民
病
院

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て

い
ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
、

県
北
地
域
か
ら
搬
送
さ
れ
る
重
篤

な
患
者
に
対
し
、
高
度
な
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

「
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
お
な
か
が

痛
い
」「
薬
が
欲
し
い
」「
忙
し
く
て

日
中
に
病
院
へ
行
け
な
い
」「
待
ち

時
間
が
少
な
そ
う
だ
か
ら
」
な
ど

自
分
の
都
合
だ
け
を
優
先
し
、
救

急
医
療
に
そ
ぐ
わ
な
い
軽
い
症
状

で
受
診
す
る
「
救
急
医
療
の
コ
ン

ビ
ニ
化
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
全

国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
易
な
受
診
は
、
一
刻
を
争
う

患
者
の
診
療
を
妨
げ
る
と
と
も

に
、
医
療
従
事
者
の
負
担
を
重
く

し
ま
す
。
疲
弊
に
よ
る
医
療
従
事

者
の
減
少
や
地
域
医
療
崩
壊
の
危

機
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と

り
が
適
正
な
受
診
に
つ
い
て
考
え

救
急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

大
崎
市
の
救
急
医
療
体
制

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
現
状

【子どもの救急情報】
　子どもの急な発熱やけがなどのときに慌てないよう、ホームペー

ジなどで情報を得ておきましょう。

■子どもの救急　http://kodomo-qq.jp/

　夜間や休日などの診療時間外に医療機関を受診するかどうか、

判断の目安などを提供しています。

■宮城県医療機能情報提供システム　http://medinf.mmic.or.jp/

　県内の医療機関の所在地や診療科、診療時間などの情報を提供

しています。

救急医療を正しく利用しましょう

■平日夜間の救急対応

【軽症の場合】
・風邪、打撲など

【対応がわからない場合】
・応急処置の仕方がわからない
・様子を見ていいのかわからない
・救急車を呼んだ方がいいのか
  わからない  など迷ったとき

【重症、重篤の場合】
・大量に出血している
・意識がない
・けいれんが止まらない

救急当番医へ
ただし、すぐに受診しなくてもよい
場合は、家庭用常備薬の服用や応急
処置などで様子を見て、翌日かかり
つけ医などの医療機関を受診

夜間救急電話相談へ相談
受付時間：19:00 ～翌朝 8:00

【大人（15 歳以上）】
 0120-349-119

【子ども（15 歳未満）】
＃ 8000
※ダイヤル式、PHS などで＃ 8000
　が使えないときは 022-212-9390

119 番に通報
救急車による搬送

区分 診療時間

月～
金曜日 平日

夜間

18:00 ～ 22:00

土曜日 13:30 ～ 22:00

日曜日
祝日
年末年始

休日
昼間

9:00 ～ 17:30

休日
夜間

18:00～翌日7:30

※当番の医療機関は、 広報おお
　　さきの「平日夜間 ・ 休日の救
　　急当番医」や、 ウェブサイトで
　　確認をしてください。

■救急診療時間

　

急
な
け
が
や
病
気
を
し
た
と
き

は
、
誰
も
が
つ
い
慌
て
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
普
段
か
ら
次
の
よ

う
な
こ
と
を
心
が
け
、
急
な
事
態

に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。


身
近
に
相
談
で
き
る
、
か
か
り

　
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う


日
中
か
ら
体
調
が
悪
い
と
き
は

　
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う


い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
正

　
し
い
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に

　
つ
け
ま
し
ょ
う


常
備
薬
を
備
え
ま
し
ょ
う


日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
は
自

　
分
で
、
家
族
の
健
康
は
家
庭
で

　
守
り
ま
し
ょ
う

応
急
手
当
の
重
要
性

普
段
か
ら
心
が
け
る
こ
と

　

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
、

速
や
か
に
１
１
９
番
通
報
し
、
適

切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
間
に
、
人
口
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
。
心
臓
が
け

い
れ
ん
し
て
血
液
を
全
身
に
送
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
時
、
強

い
電
流
を
一
瞬
流
し
て
、
心
臓
を

正
常
に
戻
す
医
療
機
器
）
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
傷
病
者
の
救
命
効

果
が
一
層
向
上
し
ま
す
。

大
切
な
救
急
医
療

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
患
者
数

は
、
下
表
の
と
お
り
お
お
む
ね
横

ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
救
急

車
や
他
の
病
院
か
ら
搬
送
さ
れ
る

急
性
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
重
度

の
外
傷
な
ど
の
重
篤
患
者
を
診
療

す
る
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
直
接
来
院
す
る
軽
症

患
者
の
割
合
は
、
４
割
に
達
し
て

い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
軽
症
患
者
が
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ
ぎ
つ
ぎ

と
訪
れ
る
と
、
一
刻
を
争
う
重
篤

な
患
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
救
え
る
命
も
救
え
な
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

救命救急士

　黒
くろ

沼
ぬま

 真
しん

二
じ

 さん（写真左）

　尾
お

形
がた

 総
ふさ

義
よし

 さん（写真右）

　私たち救急隊は、「1 分 1 秒でも

早く助けたい命がある」という思い

で、救急現場に駆け付けています。

しかしながら、安易な要請による救

急車の出動が重なると、現場から遠

い地域の救急車で対応しなければな

らず、20 ～ 30 分遅れて到着するこ

ともあり、助かる命も救えなくなる

ことが懸念されます。皆さんでもう

一度、救急車の正しい利用方法につ

いて考えてみてください。

　また、救急現場では、そこに居合

わせた人たちの協力と応急処置に

よって、助かる命があります。助け

たい思いはひとつ。つなげましょう

救命のリレーを ! 皆さんの勇気ある

行動で尊い命が助かります。

　　　　　 【救命救急センターの患者数】

年度 患者数 軽症患者数 割合

平成 23 年度 7,892 人 3,169 人 40.2%

平成 24 年度 7,631 人 3,083 人 40.4%

平成 25 年度 7,730 人 3,209 人 41.5%


